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雪の城下町を歴史とともに雛めぐり

河
原
田
家

角館の押絵雛
角館では古くから桃の節句や端午の節句に、

人形などと一緒に押絵を飾る風習が受け継

がれてきた。

幕末から明治にかけて、郷土の日本画家の

平福穂庵や子の百穂をはじめ郷土画家が押

絵の下絵や面相を描いた。祭りに欠かせな

い人形師がいて、芝居好きな土地柄だった

こと、呉服屋が多く衣装生地も豊富で、庶

民の間で押絵が広がった。

主な展示会場●まち角・雛めぐり拠点
　　　　　　●樺細工伝承館・写真右上
　　　　　　●安藤醸造本店・写真右中
　　　　　　●角館駅前蔵・写真右下
　　　　　　●たてつ家・史料館見学

●石黒家

●河原田家

●たてつ家

●樺細工伝承館

●青柳家

〒

●岩橋家

●安藤家
角館駅前蔵●まち角●

●外町交流広場

角館駅

主なイベント（体験など予告）

外町交流広場で
オープニングセレモニー
●10：00～ オープニング
●10：30～ 振る舞い餅
●11：00～ 親子雛ガイド
●10：00～12：00 箱ぞり体験など

角館駅前蔵で角館押絵づくり体験
●10：00～15：00
●体験料1500円

まち角でおひなさま似顔絵
●11：00～16：00（受付は15：00迄）
●制作料1200円より
角館樺細工伝承館
●13：30～
●角館押絵ギャラリートーク
　角館押絵伝承会・参加料500円

2／17

2／22・23と 3／2・3

2／23・24・25と 3／2

3／3

雛めぐり案内ガイド
開催日
2/17（土）・18（日）・23（金）・25（日）・3/2（土）

５回予定しております

●集合出発＝角館駅前蔵
●13：00より2～2.5時間
●1回先着10名様（要予約）
●料金2500円（施設入館料・茶代含む）
●お問合せ＝仙北市商工会
　　　　　　tel0187-54-2304

角館雛めぐりの詳細はこちらからどうぞ
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